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に生成した Fe(II)鉱物であるシデライトとビビアナイトに対する元素の親和性を検証した。  
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写真 1 採取したシデライト結核 
 
図 1 シデライトの電子顕微鏡写真(a)と RDS による Fe の濃度マップ(b)、領域１のエネルギ
ー分散型 X 線分析スペクトル(c)、粉砕したシデライトの X 線回折図（ベースライン補正済

















あった(図 1a)。エネルギー分散型 X 線分析(EDX)スペクトルより、柱状または塊状の微細
粒子の主要金属元素は Fe で、少量の P、Ca、Mn も認められた(図 1b,c)。さらに、シデラ
イトの X 線回折図は、主成分のシデライトと少量の石英の混在を示していた(図 1d)。この
シデライトは乾燥により色や硬さが変化したものの、主成分は変化しないことが明らかと
なった。シデライトの 10%HCl 溶解による Fe 濃度と溶解率から算出したシデライトの純










� = 𝑅𝑅0 �TisideriteTisoil �  (1) 
 




R0 の値を図 2 に示す。Mn、Fe、
P、Co、Mo の親鉄元素、Cr、Y、Si
に加え Mg 以外の第 2 族元素で高く
なっていた。Mozley(1989)は、海成





ある Fe より Mn で R0 が高いのは、
 
図 2 シデライトの大きさによる各元素の R0値 
 
エラーバーは標準偏差(n = 2) 


























































図 3 希土類元素の土壌とシデライトの分配 
 

































は、風乾細土を弱く粉砕しつつ 38 μm のふるいを
通したものを約 40 日間湛水培養し、その後 53 μm
のふるい上に残留物の形で分離した。ふるい残留




L7 土壌と残留物を 0.1 mol L-1 HNO3に溶解
させ元素濃度を測定した。ビビアナイトの構
成成分である Fe と P 濃度から計算した純度
を比較すると、P より Fe 濃度から計算した
純度が高かった(図 4)。これは、炭酸イオン
等のリン酸以外のアニオンを構成成分とす







P と Fe で 10～100 の範囲であり、ビビア
ナイトが多く含有することを強く支持し
























写真 2 ビビアナイト粒子の SEM 画像 
 
図 4 培養後の残留物中の Fe, P 濃度から計算
したビビアナイトの純度 
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As、Pb であった。R0が 1 以下の
希釈傾向を示したのは、Li、Na、
K、Rb、Cs の第 1 族元素、Mg、


























図 5 ビビアナイトに対する各元素の R0 値 
 
























































†Quirk and Posner (1975)、Schwertmann and 
Taylor (1977)、Vodianizkii (2006)参照 
‡Morse et al. (1999)、Vochten and Geyes(1974)、
Gregory et al. (2015)参照 
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